日本ダイレクトマーケティング学会論文投稿について（抜粋版）
１．投稿資格

・本誌への投稿原稿の著者は、原則として学会員とする。

　・特別会員の内、学生（大学生・大学院生）の投稿に関しては、指導教授の推薦を必要とする。

　・共著の場合は、主執筆者を明確にすること。執筆者が複数の場合、そのうち1名以上が学会員であること。著者が複数にわたる場合には、担当箇所を明確にし、脚注に明記すること。

（例）【執筆者の担当箇所】
１～5は（著者名）○○、6～10は（著者名）○○が執筆した。

調査活動を（著者名）○○、その分析については（著者名）○○が担当した。
２．投稿原稿

・投稿原稿は他の刊行物では未発表（あるいは投稿中でない）のものに限る。

・投稿原稿の種類は、論文、研究ノート、ビジネスレポート、資料、書評等を含め、幅広く募集する。
※各種類の趣旨については「投稿規程」第3条を参照のこと。
３．投稿論文の審査

・投稿論文は査読対象のものに限り、「投稿規程」第3条に示された投稿原稿の種類の趣旨に基づき、複数の査読者により審査される。

４．原稿の言語

・投稿原稿は原則として日本語で記述するが、英語でも可。

５．原稿の書式

　・原稿は横書きとする

　・和文原稿の場合、A4判用紙1枚に44字×38行を目安とする。和文フォントは、「明朝体」を使用すること。
　　なお、英文原稿の場合、A4判用紙1枚に約20ワード×36行を目安とする。

　　英文フォントは、「Times　New　Roman」を使用

  ※原稿の書式詳細については、下記の仕上がり見本体裁を参照すること。

６．原稿分量

・原稿の枚数は、10～15枚程度（研究ノートの場合は７～10枚程度）を目安とする。ただし、いずれの場合も特に厳密な制約は設けない。

７．原稿の体裁

　・投稿者は「日本ダイレクトマーケティング学会誌投稿申込み用紙」に記入をし、原稿と共に提出する。
・原稿の1枚目には、タイトル、著者所属・著者名、要旨、キーワード、AbstractならびにKeywordsを順に記述する。要旨は原稿全体の内容をレビューしたもので、日本語400字、英語150ワード程度とする。また、キーワード、Keywordsは原稿全体の内容の特徴を表す用語のことで、その数は5つ程度とする。

・原稿の本文は2枚目から開始し、それを1ページとして以下通し番号を付す。執筆者の担当箇所、注、謝辞、参考文献（いずれもある場合）は、本文の後ろに記す。
　※詳細については、ホームページの学会誌ページにある「編集方針」「投稿規程」「執筆要項」を
ダウンロードしてください。（http://www.dm-gakkai.jp/ronbuntoko/toukou_info.htm）
仕上がり見本体裁

◎必要な場合はフォーマットをダウンロードしてご使用ください。（http://www.dm-gakkai.jp/ronbuntoko/toukou_info.htm）
１枚目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本文

◎余白設定について

上余白：35mm、下余白：30mm、左余白：30mm、右余白：30mm

· 注１：英文要約を事務局に依頼する場合は、翻訳料を実費ご負担頂きます。

· 図表の体裁

　　　　　　　　　　　　　図表１　消費者属性と購入品目　　


出典（もしくは出所）：（社）●×協会「通信販売ファクトブック2000」○×出版社、2003年
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